
道徳のまち笠松の 

ささえ合い通信 ささえ合い通信 ささえ合い通信 No.3 「笠松っ子を育てる会」文部科学大臣表彰 受賞 蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋蟋 

あいさつ運動 

　笠松小学校の「笠松っ子を育てる会（笠松小
学校学校運営協議会）」が、コミュニティ・スクー
ルとして地域による学校支援活動で『文部科学
大臣表彰』を受賞し、１２月３日、文部科学省で表
彰式が行われました。 
　この「笠松っ子を育てる会」は平成２４年度に
発足し、「夢が育つ学校」をテーマに地域に愛着
や誇りのもてる未来を担う子どもを育てています。 
　平成２７年４月、笠松小学校校区の全世帯に
黄色いリーフレットと学校支援ボランティアカード
を配布し、登録を呼びかけた結果、地域の方・保
護者・学生・その他団体の方も含め１０６人のボラ
ンティア登録がありました。学校支援コーディネー
ターを中心に「学習サポート」「ふれあいサポート」
「環境サポート」「安全安心サポート」の４部会に
分かれ、登録された皆さんがボランティアで積極
的な活動を展開しています。 
　認めたり励ましたり、時には厳しく指導する多く
の大人が関わる中で、子どもたちはコミュニケーシ
ョンの力や自信をもつこと、さらに大人への憧れを

もち成長することができます。そして、ふるさと笠
松のよさを誇りに思う子に育ちます。 
　地域の皆さんと一緒に「笠松っ子を育てる」こ
とに対して贈られた賞は、今まで関わっていただ
いてきた皆さんに感謝する機会になり、さらに、地
域を挙げて子どもたちを守り育てていくこれから
の活動の励みにもなります。 
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